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す情報も不備であることが指摘されてきた。
また、環境情報が経年推移で整理・蓄積され
ず海外情報収集の遅れとIT活用の不備も課題
とされてきた。こうした問題はそれを活用す
る利害関係者や一般市民に不便さと煩雑さを
与えている１）。
　環境会計情報の開示に於いても同様の問題
１．序　論
　環境省は2009年３月に「環境情報戦略」の
策定を行っている。その目的は、持続可能な
社会の環境情報の共有と活用にある。しかし
わが国の環境情報は政策課題ごとの情報整理
が不十分であり、環境と経済社会の関係を示
キーワード ： 環境会計、環境保全コスト、環境投資、環境費用、医薬品産業
Key words ： environmental accounting, environmental conservation costs, environmental investments, 
environmental costs, pharmaceutical industry
わが国の環境会計情報の分析（５）
─ 医薬品産業 ─
Analysis of Environmental Accounting Information in Japan (5)
Pharmaceutical Industry
吉　田　雄　司
YOSHIDA, Yuji
 Environmental accounting information of seven pharmaceutical companies in Japan 
(Takeda Pharmaceutical Company Limited, Otsuka Pharmaceutical Co., Ltd., Daiichi 
Sankyo Healthcare Co., Ltd, Astellas Pharma Inc., Eisai Co., Ltd., Mitsubishi Tanabe Pharma 
Corporation, Chugai Pharmaceutical Co., Ltd.) has been examined. Qualitative information 
is characterized as an “integrated report,” containing financial information and non-financial 
information (human rights, environment and communities, etc). The method for 
aggregating environmental costs were based on GRI (Global Reporting Initiative) and 
concurrently using the “Environmental Accounting Guidelines” of the Ministry of the 
Environment. On the other hand, as a characteristic of quantitative information over the 
past five years, environmental conservation costs totaled ¥3,448 million on average for the 
seven companies. For a breakdown, ¥715 million was spent on environmental investments 
and ¥2,733 million was spent on environmental costs. Comparing environmental 
conservation costs by business scale, environmental conservation costs were 0.45% of net 
sales on average, environmental investments were 1.70% of total capital investments, 
environmental costs were about 0.44% of operating expenses, and environmental research 
expenses were 0.017% of total research and development expenses, which proved to be 
significantly small amounts.
(Acknowledgement :This work was supported by JSPS KAKENHI Grant Number 25380611)
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析として環境会計の基本事項、特にその報告
書の名称、集計範囲や環境会計の導入時期、
環境会計の構成要素、第三者審査の有無等に
ついて比較検証を行う。また定量情報の分析
では、環境保全コストについてその経年推移
の金額、構成比率、事業規模別比較について
見ていく。
２．医薬品産業の財務状況
　初めに各社の財務状況についてみておこう。
（表１）は７社の2007年度から11年度におけ
る連結経営指標等の平均値をとったものであ
る。経営成績を見ると連結売上高で１兆円に
達するのが武田薬品と大塚Ｈの２社で、第
一三共とアステラスが9,000億円規模で推移
している。また営業利益では武田薬品が約
3,500億円規模で他社を凌駕し、アステラス
1,927億円、大塚Ｈ 1,163億円と第一三共1,123
億円がそれに続く業績を上げてきた。当期純
利益では武田薬品が約2,500億円の利益を上
げているのに対し、第一三共はこの５年間で
約９億円という業績不振を続けている３）。さ
らに、売上高当期純利益率でみると武田薬品
が17.2％で最高値を示し次いでアステラスの
が内在している可能性が高い。本稿では、わ
が国の産業における環境会計情報の実態を把
握しその分析を行うことである。今回は、医
薬品産業に関する「CSR報告書」等を検証対
象にした。日本の医薬品産業はここ数年、合
併統合を繰り返しその環境情報も合併後の内
容を開示するようになってきている。ここで
は過去５年間における環境会計情報について
その環境保全コストの実態と分析を検証する
ことにする。各社の環境会計情報はどの程度
入手可能であるのか、またその情報からどん
な分析結果を得ることができるのかを究明す
る。
　研究対象は、各社の発行する「環境報告書」
「CSR報告書」等ネット上にPDF形式で公開
されているものである。具体的企業として以
下の７社を取り上げた。武田薬品工業株式会
社、大塚製薬（大塚ホールディング＝大塚Ｈ）、
第一三共株式会社、アステラス製薬株式会社、
エーザイ株式会社、田辺三菱製薬株式会社、
中外製薬株式会社である２）。
　研究手法は、初めに各社の過去５年間にお
ける財務情報を把握し経済性の面を検討する。
次に環境会計情報の分析を行う。先ず定性分
（表１）2007年度～2011年度の各社連結経営指標等の平均値
（単位：億円）
連結経営指標 武田薬品 大塚Ｈ１） 第一三共 アステラス エーザイ 田辺三菱 中外製薬
経営成績
売 上 高 14,615 10,806 9,161 9,673 7,472 3,904 3,707
営 業 利 益 3,564 1,163 1,123 1,927 809 665 659
当 期 純 利 益 2,519 723 9 1,233 394 311 425
売上高利益率 17.2% 6.7% 0.1% 12.7% 5.3% 8.0% 11.5%
財政状態
総 資 産 29,592 15,034 14,941 13,775 10,850 8,107 5,039
純 資 産 21,499 10,496 9,486 10,468 4,284 6,856 4,252
自己資本比率 71.9% 67.9% 61.8% 75.9% 39.0% 83.4% 83.9%
設備投資等
設 備 投 資 764 534 341 364 240 92 171
研 究 開 発 費 3,192 1,529 1,872 1,792 1,661 704 547
従業員数（人） 20,707 24,325 27,297 15,290 11,074 9,605 6,523
注１）大塚Ｈは2008年７月に運営が開始されたためこの平均値は2008年度から11年度のものである。
（出所）2007年度から2011年度の各社『有価証券報告書』等をもとに作成。
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関する情報開示を行っている４）。
　項目２．アドレスは環境会計情報の掲載が
あるURL（Uniform Resource Locator）「統一
資源位置指定子」でPDF形式となっている。
田辺三菱と中外製薬は、冊子形式で資料請求
可能な対応をとっているが、他５社はすべて
ネット上からのアクセスに限定している。こ
のため利用者は必要箇所を印刷する煩雑さが
ある。各ホームページ以外からの検索先とし
ては経済産業省の「環境報告書プラザ」５）や
「エコほっとライン」６）からの収集が可能で
ある。
　項目３．対象期間は通常の会計期間と同様
に2011年４月から12年３月末である。１年間
による情報開示で比較可能性に問題はない。
ただ大塚製薬は2010年度版を開示しているが、
これは11年度版の「大塚グループCSR報告書
2011」には環境会計情報がまだ掲載されてい
ないためである。
　項目４．は環境会計の導入時期を比較した
ものである。武田薬品が1980年度と最も早い
ことが分かる。他の６社は2000年度以降の導
入である。但し、第一三共やアステラス、田
辺三菱は合併統合後の導入時期は2000年代よ
りも早い企業もある。
　項目５．集計範囲はboundaryの問題で７
社とも単独事業体ではなく連結会社やグルー
プ会社を対象にしていることが分かる。各社
とも国内事業所、国内グループの範囲での情
報開示であることから比較可能性の問題はか
なり軽減されていると評価できる。
　項目６．集計方法では環境省の「環境会計
ガイドライン」を指針にしているがどの企業
もGRI（Global Reporting Initiative）サステナ
ビリティレポーティングを併用している。こ
れは企業の社会的責任を環境・社会・経済発
12.7％、中外製薬11.5％と続き他は10％台に
も達していない。
　財政状態の総資産では武田薬品の２兆
9,592億円、大塚Ｈと第一三共の約１兆5千億
円、アステラス１兆3千億円と続く。自己資
本比率は中外製薬の83.9％を筆頭に田辺三菱
83.4％、アステラス75.9％と医薬品業界は高
い値を示していることが分かる。
　設備投資では武田薬品が764億円、次いで
大塚Ｈの534億円、アステラス364億円の金額
である。また研究開発費は武田が3,192億円
と最高値を示し、次に第一三共1,872億円、
アステラス1,792億円そしてエーザイ、大塚
Ｈが続く。従業員数は、武田薬品と大塚Ｈ、
第一三共の３社は２万人を超え、アステラス
１万５千人、エーザイの１万千人の規模であ
ることが分かる。ではこうした財務状況の中
で各社はどのような環境経営を行ってきてい
るのか、その成果を環境会計情報、特に環境
保全コスト等から検討する。
 
３．医薬品産業の環境会計定性情報
３─１　環境会計の基本情報
　まず医薬品産業７社の「環境報告書」にあ
る環境会計定性情報から検討する。（表２）は、
各社の特徴を項目別に比較した表である。
　項目１．報告書名称では「CSR」や「環境」
「社会」を題名にした中に武田薬品、アステ
ラス、中外製薬の３社は「統合報告書」とし
て位置づけをしている。伝統的な財務諸表情
報の他に非財務情報として環境や健康、安全
といった要素を含めた報告書の内容になって
いる。例えば、武田薬品はアニュアルレポー
トとCSR報告書の統合版として「CSRデータ
ブック」を発行し、CSR活動を通じた社会と
企業に対する価値及び価値創造のプロセスに
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（表２）医薬品産業の「CSR報告書」における環境会計情報の比較
項目 武田薬品 大塚製薬 第一三共 アステラス エーザイ 田辺三菱 中外製薬
１．報告書名称
（全頁数）
『CSR DATA 
BOOK2012』武田
薬品工業株式会
社（130頁）
『環境社会報告書
2011』大塚製薬
株式会社（42頁）
『CSRレポート
2012』第一三共
株式会社（82頁）
『統合版アニュア
ルレポート / CSR
報告書2012』ア
ステラス株式会
社（140頁）
『環境・社会報告
書2012』エーザ
イ株式会社（62
頁）
田辺三菱製薬株
式会社『CSR 
Report 2012』（52
頁）
『アニュアルレ
ポート2012～社
会責任報告書統
合版～』中外製
薬株式会社（138
頁）
２．アドレス
http://www.
takeda.co.jp/
investor-
information/
annual/files/
ar2012_d_jp.pdf
https://www.
otsuka.co.jp/
environment/
report/pdf/2011/
otsuka_
kankyo2011.pdf
http://www.
daiichisankyo.
co.jp/corporate/
csr/2012/report/
pdf/2012/
ds_CSR2012.pdf
http://www.
astellas.com/jp/ir/
library/pdf/
AR2012-0_
Total-2.pdf
http://www.eisai.
co.jp/pdf/social/
pdf2012es.pdf
http://www.
mt-pharma.co.jp/
csr/report/pdf/
CSRreport2012.
pdf
http://www.
chugai-pharm.
co.jp/hc/ss/csr/
report_annual/
index.html
３．対象期間
2011年４月～
2012年３月
2010年４月～
2011年３月
2011年４月～
2012年３月
2011年４月～
2012年３月
2011年４月～
2012年３月
2011年４月～
2012年３月
2012年１月～
2012年12月
４．導入時期 1980年度 2002年度 2005年度 2005年度 2000年度 2007年度１） 2001年度
５．集計範囲
タケダグループ
連結対象会社
大塚製薬株式会
社の医療関連事
業とニュートラ
シューティカル
ズ関連事業の主
要工場である７
事業場と３研究
所および本社、
本部を含む販売
事業所
主な国内・海外
のグループ会社
を対象
アステラス製薬
と国内外の連結
子会社
主としてエーザ
イ株式会社およ
び国内グループ
企業
田辺三菱製薬株
式会社国内事業
所 
中外製薬株式会
社および連結子
会社の活動につ
いて報告。一部
は中外製薬単体。
６．集計方法
環境省「環境会
計ガイドライン
2005年版」
日本化学工業協
会「化学企業の
ための環境会計
ガイドライン」
GRI「 サステナ
ビリティ・リポー
ティング・ガイ
ドライン第３
版」、環境省「環
境報告ガイドラ
イン2007年版」
「環境会計ガイド
ライン2005年版」
GRI「サステナビ
リティ・レポー
ティング・ガイ
ドライン第3.1
版」
環境省「環境報
告ガイドライン
2012年版」
経済・社員・社会・
環境・コンプラ
イアンスのCSR
経営５つの
フィールドに
沿って構成。
GRI「サステナビ
リティ・リポー
ティング・ガイ
ドライン2006」、
環境省「環境報
告ガイドライン
（2007年版）」
環境省の環境会
計ガイドライン
（2005年版）参考。
GRI「サステナビ
リティ・リポー
ティング・ガイ
ドライン2006」、
環境省「環境報
告ガイドライン
（2007年版）」
７．環境会計の
定義
なし
環境会計とは、
企業会計分野に
おいて、環境保
全に関する投資
や経費、その効
果などを貨幣価
値と物量の両面
から客観的に把
握し、開示する
ための仕組み。
なし なし
環境コストは設
備投資と経費（費
用）に分けて計
上し、その効果
は主として環境
保全の物量効果
でとらえる。
環境保全活動に
関わるコスト、
環境保全効果お
よび環境保全対
策に伴う経済効
果を把握し分析
することにより、
効果的・効率的
な環境経営を推
進しています。
なし
８．環境会計の
図表
環境保全コスト
の表１つ
環境保全コスト、
環境保全効果、
環境保全対策に
伴う経済効果の
３つ。
環境保全コスト、
環境保全効果、
経済効果の３つ。
環境関連投資及
び費用、日本に
おける環境パ
フォーマンスの
年次推移の２つ。
環境保全コスト
とその効果（成
果）、環境保全対
策に伴う経済効
果の３つ。
環境保全コスト、
環境保全効果、
環境保全対策に
伴う経済効果の
３つ。
環境保全コスト
１つ。
９．第三者審査
など
第三者所見があ
る。東洋大学大
学教授。
第三者意見（SGS
ジャパン株式会
社サスティナビ
リティサービス
部）一般に公正
妥当と認められ
る環境報告書な
どの作成基準に
準拠して正確に
測定、算出され、
かつ事項が漏れ
なく表示されて
いるかどうかに
ついて判断した
結論を表明する
ものではない。
株式会社日本総
合研究所の第三
者意見。
なし
環境専門家から
の意見（株式会
社 Control Union 
Japan）。
第三者検証報告
書がある。ビュー
ローベリタス
ジャパン株式会
社。環境パフォー
マンスデータの
評価ある。
なし
注１）2007年10月田辺製薬と三菱ウェルファーマが合併した。新会社の田辺三菱製薬が初めて発行するCSRレポートである。それ以前では田辺製薬は2000年
度から三菱は1998年ごろより導入している。
（出所）武田薬品工業株式会社『CSRデータブック2012』2012年９月、大塚製薬株式会社『環境社会報告書2011』2011年９月、第一三共株式会社『CSRレポー
ト2012』2012年８月、アステラス製薬株式会社『アニュアルレポート2012』2012年９月、エーザイ株式会社『環境・社会報告書2012』2012年９月、田辺三
菱製薬株式会社『CSR Report 2012 』2012年８月、中外製薬株式会社『アニュアルレポート2012～社会責任報告書統合版～』をもとに作成。
― 125 ―
?????????????
は実際に調べて証明することを指している。
田辺三菱のビューローベリタスジャパンによ
る「第三者検証報告書」では環境パフォーマ
ンスに関して客観的証拠に基づいてその正確
性を検証している９）。環境会計情報の第三者
審査にはこうした専門機関による検証を導入
すべきである。第三者意見や所見ではその科
学的信頼性は担保できない。７社の中で田辺
三菱のみこの第三者検証が導入されていた。
３─２　環境保全コストの内訳
　医薬品産業における環境保全コストは、ど
のような内訳内容になっているのか。７社に
ついて検証してみたが各コストの内訳を具体
的に記述しているのは大塚製薬のみであった。
（表３）はその大塚製薬の分類とその主な取
り組み内容を示した表である。環境省の「環
境会計ガイドライン2005年版」によれば環境
保全コストは、事業エリア内と上・下流コス
ト、管理活動コスト、研究開発コスト、社会
活動コスト、環境損傷等コストの６項目に区
分する。事業エリア内コストはさらに公害防
止、地域環境保全、資源循環の３コストに細
分される。大塚製薬の環境保全コストは、こ
の環境省のガイドライン通りの分類に従って
いる。他社も多くは同様の分類であった。
展にあるという国際社会のグローバル化と考
えているからであろう。
　項目７．環境会計の定義をみると「環境会
計ガイドライン」を基本にしていることが分
かる。大塚製薬の環境会計は「企業会計分野
において環境保全に関する投資や経費、その
効果などを貨幣価値と物量の両面から客観的
に把握し、開示するための仕組み」とある７）。
つまり環境保全コストを投資と費用から測定
しその効果を貨幣単位と物量単位で把握開示
することを明示している。またエーザイは効
果を物量効果に主眼を置き、田辺三菱は効果
に環境保全活動に伴う経済効果にまで言及し
ている。
　項目８．環境会計を示唆する図表の開示で
は環境会計の構成要素である環境保全コスト
と物量効果、経済効果の３つが基本となって
いる。特に経済効果まで開示しているのは大
塚製薬、第一三共、エーザイ、田辺三菱の４
社である。またマテリアルフロー情報を環境
会計情報と対応して開示するアステラスの形
式も近年の傾向である８）。
　項目９．第三者審査は意見、所見、検証の
３様がある。意見は考えや思うところであり、
所見は見たところのもの、見た事柄、観察な
どの結果である。しかし、検証（verification）
（表３）大塚製薬の環境保全コストの内訳
分　類 主な取り組みの内容
公 害 防 止 排水処理施設の整備、管理 化学物質などの排出防止装置の整備、管理。
地域環境保全 省エネ施設の設置、コージェネレーションシステムの新設、維持、管理。
資 源 循 環 産業廃棄物処理、リサイクル費用、焼却炉の整備、管理。
上 下 流 包装容器の再商品化委託、環境配慮型商品製造設備、PTP包装脱塩ビ化、ライン維持管理。
管 理 活 動 ISO14001審査関連、環境社会報告書の作成、大気・水質などの監視および分析、構内緑化。
研 究 開 発 大気・水質などの監視および分析、構内緑化、環境負荷を低減する製造法の研究開発。
社 会 活 動 環境に関する業界団体への参加・協賛。
環 境 損 傷 他 該当なし。
（出所）大塚製薬株式会社『環境社会報告書2011』2011年９月、12頁。
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　その主な内容について（表３）から分かる
ことは、公害防止コストには排水処理施設の
整備管理や化学物質の排出防止装置整備など
がある。また地域環境保全コストでは省エネ
施設やコージェネレーションシステムの新設
など、資源循環コストには産業廃棄物処理や
リサイクル関連のコストで占められている。
　他のコスト分類では上下流コストに包装容
器の再商品化委託や環境配慮型商品製造設備
など生産工程の下流部門への支出が認められ
る。 ま た、 社 内 の 管 理 活 動 コ ス ト で は
ISO14001審査や環境報告書の作成など他業
種でも見られる環境関連コストが医薬品企業
にも内在している。
　この他、エーザイの環境保全コストの分類
は独自性の強い分類を行っている。例えば、
環境保全コストを大・中分類に分けその主な
実施事項を掲載している。大分類にはＡ環境
目標達成コスト、Ｂ環境関連法規制対応コス
ト、Ｃ環境管理活動コストの３分類をおき、
中分類でA1.環境管理体制、2.省エネ・地球
温暖化防止、3.省資源活動、4.大気汚染防止、
5.化学物質管理などに分ける10）。何れも詳細
な分類のため環境省のガイドライン６項目に
当てはめる加工作業が必要である。出来れば
ガイドライン対応表などを作成するとよいと
思われる。
４．医薬品産業における環境保全コスト
の実態
　ここからは環境会計定量情報について検討
する。（表４）は７社の環境保全コストの経
年推移を環境投資と環境費用で示しその平均
値を算出したものである。５年間平均値から
環境投資の最高は大塚製薬の16億７千３百万
円、次いで第一三共と武田薬品が約８億円で
あ る。 ま た 環 境 費 用 は エーザ イ が54
億２千８百万円で最高値を示し、次いで第
一三共と武田製薬が約27億円規模の支出であ
る。環境投資と費用を合計した数値でみると、
エーザイが58億４千９百万円の最高値で、次
に大塚製薬の約41億円、第一三共の約36億円
と武田薬品35億円と続く。
　７社の平均値を見ると08年３月期は環境投
資５億３千６百万円から12年３月期には10億
円規模まで増加してきた。だが環境費用は08
年３月期には29億１千８百万円であったもの
が、12年３月期には25億２千２百万円まで減
少している。５年間平均値で環境投資は
７億１千５百万円、環境費用は27億３千３百万
円であった。７社の環境保全コストは５年平
均で約34億４千８百万円であることが分かる。
　ではこの環境保全コストはどのような構成
比率になっているのか。（表５）は2012年３
月期の環境投資と環境費用についてその構成
（表４）環境保全コストの推移
（単位：百万円）
年　月 2008年３月 2009年３月 2010年３月 2011年３月 2012年３月 ５年間平均
社　名
環境 
投資
環境 
費用
合計
環境 
投資
環境 
費用
合計
環境 
投資
環境 
費用
合計
環境 
投資
環境 
費用
合計
環境 
投資
環境 
費用
合計
環境 
投資
環境 
費用
合計
武 田 薬 品 321 2,210 2,531 695 2,934 3,629 586 2,683 3,269 729 2,644 3,373 1,684 3,123 4,807 803 2,719 3,522
大 塚 製 薬 824 1,886 2,710 1,069 2,964 4,033 2,619 2,327 4,946 1,232 2,728 3,960 2,620 2,331 4,951 1,673 2,447 4,120
第 一 三 共 346 3,714 4,060 860 2,622 3,482 694 2,666 3,360 896 2,392 3,288 1,252 2,584 3,836 810 2,796 3,605
ア ス テ ラ ス 224 1,892 2,116 315 1,734 2,049 250 1,611 1,861 616 1,865 2,481 963 2,023 2,986 474 1,825 2,299
エ ー ザ イ 896 6,075 6,971 237 5,280 5,517 346 5,891 6,237 557 5,408 5,965 69 4,487 4,556 421 5,428 5,849
田 辺 三 菱 168 2,536 2,704 338 2,440 2,778 107 1,765 1,872 42 1,480 1,522 78 1,227 1,305 147 1,890 2,036
中 外 製 薬 973 2,115 3,088 830 2,110 2,940 407 2,051 2,458 779 1,983 2,762 410 1,878 2,288 680 2,027 2,707
平　均 536 2,918 3,454 621 2,869 3,490 716 2,713 3,429 693 2,643 3,336 1,011 2,522 3,533 715 2,733 3,448
（出所）2007年度から20011年度における各社の『CSR報告書』等をもとに作成。
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比率を算定したものである。
　武田薬品の環境投資は、地域環境保全に
53.7％と最大で次に公害防止33.4％、資源循
環12.1％と占有している。この３つは事業エ
リア内コストで99％を支出している。また、
同社の環境費用は公害防止に39.8％、資源循
環に35.4％、そして管理活動コストに18％の
支出である。この３コストで全体の約93％近
くを占めている。
　大塚製薬では、環境投資は上下流コストに
90％の占有があり、公害防止に7.9％、地域
環境保全は2.1％である。また同社の環境費
用は資源循環に38.8％、公害防止に24.2％、
上下流に23％、管理活動に10.5％の支出であ
る。当社では環境投資に上下流コスト9割以
上を投資し、環境費用には資源循環や公害防
止にそれぞれ充てていることが分かる。
　エーザイは、環境投資の公害防止に68.1％、
地域環境保全に20.3％、資源循環に10.1％と
武田薬品と同じような支出形態になっている。
環境費用では、資源循環コストに90.2％を支
出し合計額は、44億８千８百万円の最高値で
ある。当社は年間環境費用の約９割以上を資
源循環に費やしていることが分かる。
　その他４社について見ても、多くは事業エ
リア内コストの公害防止、地域環境保全、資
源循環の３項目に支出が多いことが分かる。
その一方で、管理活動コストや研究開発コス
ト、社会活動コスト等は極端に占有率が低い。
特に研究開発費を環境投資と環境費用に殆ど
支出しない企業が多い。武田薬品、大塚製薬、
エーザイ、田辺三菱の４社は測定値なしまた
はゼロ％を示している。他業種ではこのよう
な傾向はあまり見られない傾向である11）。
　ここまでは環境保全コストの定量分析とし
てその実態が分かってきた。次に同コストの
事業規模別でみた比較を検証することにしよ
う。
（表５）環境保全コスト　構成比（2012年３月期）
（単位：百万円）
コスト項目
武田薬品 大塚製薬 第一三共 アステラス
環境 
投資
比率
環境 
費用
比率
環境 
投資
比率
環境 
費用
比率
環境 
投資
比率
環境 
費用
比率
環境 
投資
比率
環境 
費用
比率
公 害 防 止 562 33.4% 1,243 39.8% 207 7.9% 564 24.2% 186 14.9% 386 14.9% 225 23.4% 489 24.2%
地 域 環 境 保 全 904 53.7% 184 5.9% 55 2.1% 77 3.3% 993 79.3% 231 8.9% 730 75.9% 413 20.4%
資 源 循 環 204 12.1% 1,106 35.4% 0 ― 904 38.8% 50 4.0% 908 35.1% 0 0.0% 432 21.4%
上 下 流 ― ― 29 0.9% 2,357 90.0% 535 23.0% 0 0.0% 48 1.9% 0 0.0% 65 3.2%
管 理 活 動 14 0.8% 561 18.0% 0 ― 244 10.5% 23 1.8% 733 28.4% 0 0.0% 331 16.4%
研 究 開 発 ― ― ― ― 0 ― 0 0.0% 0 0.0% 20 0.8% 7 0.7% 36 1.8%
社 会 活 動 ― ― ― ― 0 ― 7 0.3% 0 0.0% 2 0.1% 0 0.0% 2 0.1%
環 境 損 傷 他 ― ― ― ― ― ― ― ― 0 0.0% 256 9.9% 0 0.0% 255 12.6%
合　計 1,684 100% 3,123 100% 2,619 100% 2,331 100% 1,252 100% 2,584 100% 962 100% 2,023 100%
コスト項目
エーザイ 田辺三菱 中外製薬
環境 
投資
比率
環境 
費用
比率
環境 
投資
比率
環境 
費用
比率
環境 
投資
比率
環境 
費用
比率
公 害 防 止 47 68.1% 303 6.8% 57 73.1% 475 38.7% 239 58.3% 786 41.9%
地 域 環 境 保 全 14 20.3% 1 0.0% 18 23.1% 61 5.0% 144 35.1% 585 31.2%
資 源 循 環 7 10.1% 4,047 90.2% 3 3.8% 405 33.0% ― ― 173 9.2%
上 下 流 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 33 2.7% ― ― 25 1.3%
管 理 活 動 1 1.4% 137 3.1% 0 0.0% 245 20.0% 27 6.6% 285 15.2%
研 究 開 発 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% ― ― 1 0.1%
社 会 活 動 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% ― ― 23 1.2%
環 境 損 傷 他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 8 0.7% ― ― ― ―
合　計 69 100% 4,488 100% 78 100% 1,227 100% 410 100% 1,878 100%
（出所）武田薬品工業株式会社『CSRデータブック2012』2012年９月、53頁、大塚製薬株式会社『環境社会報告書2011』2011年９月、HP： 
http://www.otsuka.co.jp/csr/effort/sites/、第一三共株式会社『CSRレポート2012』2012年８月、58頁、アステラス製薬株式会社『アニュアル
レポート2012』2012年９月、26頁、エーザイ株式会社『環境・社会報告書2012』2012年９月、47頁、田辺三菱製薬株式会社『CSR Report 
2012』2012年８月、41頁、中外製薬株式会社『アニュアルレポート2012～社会責任報告書統合版～』2012年12月、79頁をもとに作成。
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価される指標である。５年間平均値で最大は
中外製薬の4.25％である。これに次いで第
一三共の2.37％、エーザイ1.75％が続いてい
る。最低値は、武田薬品の1.05％であった。
７社の平均値は５年間で1.70％の数値をえた。
経年推移でみると08年３月に1.85％あったが、
10年３月に1.13％まで減少し、12年に2.13％
へ増加したことが分かる。
　（表８）は、営業費用に占める環境費用の
比率を示した表である12）。算定式は環境費用
÷営業費用×100％で算出する。この値が高
いほど環境配慮型の支出を行っていると推測
できる。５年間平均で最高値はエーザイの
0.81％、次に中外製薬0.65％、大塚製薬の
0.60％と続く。最低値は、アステラスが
0.24％、武田薬品の0.25％である。７社平均
は0.44％であった。この比率の経年推移は08
年３月には0.48％の値であったが、09年に
0.45％、10年0.43％、11年に0.41％と減少し、
12年３月には0.39％へと毎年減少傾向にある。
５．医薬品産業における環境保全コスト
の事業規模別比較
　（表６）は環境保全コストと連結売上高の
比率を経年推移で示した表である。環境保全
コストは環境投資と環境費用の合計額である。
算定式は環境保全コスト÷連結売上高×
100％で算出する。過去５年間でこの最高値
は、大塚製薬0.93％であるがこの値は単体の
売上高である。連結売上で見た最高値はエー
ザイの0.78％で、次いで中外製薬の0.71％、
田辺三菱の0.51％と続く。最低値は武田薬品
とアステラスの0.24％である。７社の平均値
は５年で0.45％という数値を得ることができ
た。
　次に（表７）は環境投資と設備投資総額の
比率を見たものである。算定式は、環境投資
÷設備投資総額×100％で算出する。環境に
関連した設備投資の比率を測定したもので、
この値が高いと環境配慮の度合いが高いと評
（表６）環境保全コスト／売上高比率推移
（単位：億円）
年　月 2008年３月 2009年３月 2010年３月 2011年３月 2012年３月 ５年間平均
社　名
環境保
全コスト
連結　　
売上高
比 率
環境保
全コスト
連結　　
売上高
比 率
環境保
全コスト
連結　　
売上高
比 率
環境保
全コスト
連結　　
売上高
比 率
環境保
全コスト
連結　　
売上高
比 率
環境保
全コスト
連結　　
売上高
比 率
武 田 薬 品 25 13,748 0.18% 36 15,383 0.23% 33 14,660 0.23% 34 14,194 0.24% 48 15,089 0.32% 35 14,615 0.24%
大 塚 製 薬１） 27 ― ― 40 4,404 0.91% 49 4,658 1.05% 40 4,948 0.81% 50 5,349 0.93% 45 4,839 0.93%
第 一 三 共 41 8,801 0.47% 35 8,421 0.42% 34 9,521 0.36% 33 9,674 0.34% 38 9,387 0.40% 36 9,161 0.39%
ア ス テ ラ ス 21 9,726 0.22% 20 9,657 0.21% 19 9,749 0.19% 25 9,539 0.26% 30 9,694 0.31% 23 9,673 0.24%
エ ー ザ イ 70 7,343 0.95% 55 7,817 0.70% 62 8,032 0.77% 60 7,689 0.78% 46 6,480 0.71% 58 7,472 0.78%
田 辺 三 菱 27 3,156 0.86% 28 4,148 0.68% 19 4,047 0.47% 15 4,095 0.37% 13 4,072 0.32% 20 3,904 0.51%
中 外 製 薬 31 3,269 0.95% 29 4,289 0.68% 25 3,795 0.66% 28 3,735 0.75% 23 3,912 0.59% 27 3,800 0.71%
平　均 35 7,674 0.46% 35 7,731 0.45% 34 7,780 0.44% 34 7,696 0.44% 35 7,712 0.45% 34 7,638 0.45%
注１）大塚製薬のみ連結ではなく単体の売上高で算出している。また、当社08年３月期の売上高は不明のため掲載していません。
（出所）2007年度から20011年度における各社の『CSR報告書』等と『有価証券報告書』等をもとに作成。
（表７）環境投資／設備投資比率推移
（単位：億円）
年　月 2008年３月 2009年３月 2010年３月 2011年３月 2012年３月 ５年間平均
社　名
環境 
投資
設備 
投資
比 率
環境 
投資
設備 
投資
比 率
環境 
投資
設備 
投資
比 率
環境 
投資
設備 
投資
比 率
環境 
投資
設備 
投資
比 率
環境 
投資
設備 
投資
比 率
武 田 薬 品 3.21 389 0.83% 6.95 459 1.51% 5.86 996 0.59% 7.29 1318 0.55% 16.84 658 2.56% 8.03 764 1.05%
第 一 三 共 3.46 210 1.65% 8.60 195 4.41% 6.94 297 2.34% 8.96 373 2.40% 12.52 628 1.99% 8.10 341 2.37%
ア ス テ ラ ス 2.24 265 0.85% 3.15 376 0.84% 2.50 378 0.66% 6.16 351 1.75% 9.63 450 2.14% 4.74 364 1.30%
エ ー ザ イ 8.96 381 2.35% 2.37 317 0.75% 3.46 229 1.51% 5.57 144 3.87% 0.69 127 0.54% 4.21 240 1.75%
田 辺 三 菱 1.68 77 2.18% 3.38 139 2.43% 1.07 91 1.18% 0.42 110 0.38% 0.78 83 0.94% 1.47 100 1.47%
中 外 製 薬 9.73 266 3.66% 8.30 146 5.68% 4.07 127 3.20% 7.79 119 6.55% 4.10 142 2.89% 6.80 160 4.25%
平　均 4.88 264 1.85% 5.45 272 2.00% 3.98 353 1.13% 6.03 402 1.50% 7.42 348 2.13% 5.56 328 1.70%
注１）大塚製薬の設備投資額は不明のため掲載していません。（出所）2007年度から20011年度における各社の『CSR報告書』等と『有価証券報告書』等をもとに作成。
（出所）2007年度から20011年度における各社の『CSR報告書』等と『有価証券報告書』等をもとに作成。
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　では研究開発費はどんな比率であろうか。
（表９）は研究開発費総額に占める環境に関
する研究開発費の比率を示している。算定式
は、環境研究開発費÷研究開発費総額×
100％である。先の（表４）で見たように環
境保全コストに占める環境研究開発費はどの
企業もゼロ％に近い構成比率であった。この
ため（表９）では７社中３社のみの算定値し
か表示していない。３社の５年間平均値は、
最高でもアステラスの0.027％であり算定値
として比較する余地が無いほどの低水準であ
る。因みに３社の５年間平均値は、0.017％
という数値であった。これらから医薬品産業
では環境研究開発費はその全体の研究費総額
に比較しても極めて低い占有値であるといえ
よう。
６．結　論
　本稿では医薬品産業７社の環境会計情報に
ついて検証をしてきた。その結果を整理して
おこう。環境会計の定性情報の特色は主に次
の３点であった。第１に従来の環境という単
一視点から統合という複合的視点から情報開
示が実施されていることである。武田薬品の
『CSRデータブック2012』や中外製薬の『ア
ニュアルレポート2012～社会責任報告書統合
版～』はその好例である。環境の他に社会性
や従業員の安全等が情報開示に加わってきた。
これらは情報開示の指針にGRIを使用してい
る影響がある。
（表８）環境費用／営業費用比率推移
（単位：億円）
年　月 2008年３月 2009年３月 2010年３月 2011年３月 2012年３月 ５年間平均
社　名
環境  　 
費用
営業 　 
費用
比 率
環境  　 
費用
営業 　 
費用
比 率
環境  　 
費用
営業 　 
費用
比 率
環境  　 
費用
営業 　 
費用
比 率
環境  　 
費用
営業 　 
費用
比 率
環境  　 
費用
営業 　 
費用
比 率
武 田 薬 品 22.1 9,517 0.23% 29.34 12,318 0.24% 26.83 10,458 0.26% 26.44 10,523 0.25% 31.23 12,439 0.25% 27.19 11,051 0.25%
大 塚 製 薬１） 18.86 ― ― 29.64 3,867 0.77% 23.27 4,005 0.58% 27.28 4,284 0.64% 23.31 4,237 0.55% 24.47 4,098 0.60%
第 一 三 共 37.14 7,233 0.51% 26.22 7,533 0.35% 26.66 8,566 0.31% 23.92 8,453 0.28% 25.84 8,405 0.31% 27.96 8,038 0.35%
ア ス テ ラ ス 18.92 6,967 0.27% 17.34 7,153 0.24% 16.11 7,885 0.20% 18.65 8,347 0.22% 20.23 8,379 0.24% 18.25 7,746 0.24%
エ ー ザ イ 60.75 7,166 0.85% 52.8 6,899 0.77% 58.91 7,168 0.82% 54.08 6,558 0.82% 44.87 5,522 0.81% 54.28 6,663 0.81%
田 辺 三 菱 25.36 2,616 0.97% 24.4 3,431 0.71% 17.65 3,432 0.51% 14.8 3,330 0.44% 12.27 3,382 0.36% 18.9 3,239 0.58%
中 外 製 薬 21.15 2,753 0.77% 21.1 3,463 0.61% 20.51 3,133 0.65% 19.83 3,111 0.64% 18.78 3,148 0.60% 20.27 3,122 0.65%
平　均 29.18 6,042 0.48% 28.69 6,381 0.45% 27.13 6,378 0.43% 26.42 6,372 0.41% 25.22 6,502 0.39% 27.33 6,280 0.44%
注１）大塚製薬のみ単体の営業費用で算定した。なお当社の08年3月期の営業費用は不明のため掲載していません。
（出所）2007年度から20011年度における各社の『CSR報告書』等と『有価証券報告書』等をもとに作成。
（表９）環境研究開発費／研究開発費総額比率推移
（単位：百万円）
年　月 2008年３月 2009年３月 2010年３月 2011年３月 2012年３月 ５年間平均
社　名
環境研　
究費
研究費　
総額
比 率
環境研　
究費
研究費　
総額
比 率
環境研　
究費
研究費　
総額
比 率
環境研　
究費
研究費　
総額
比 率
環境研　
究費
研究費　
総額
比 率
環境研　
究費
研究費　
総額
比 率
第 一 三 共 20 163,400 0.012% 20 184,500 0.011% 20 196,800 0.010% 19 194,300 0.010% 20 185,000 0.011% 19.8 184,800 0.011%
ア ス テ ラ ス 85 134,400 0.063% 30 159,000 0.019% 36 195,500 0.018% 50 217,300 0.023% 43 189,800 0.023% 48.8 179,200 0.027%
中 外 製 薬 12 53,200 0.023% 3 55,300 0.005% 2 54,700 0.004% 1 55,900 0.002% 1 55,100 0.002% 3.8 54,700 0.007%
平　均 39 117,000 0.033% 17.66 132,933 0.013% 19.33 149,000 0.013% 23.33 155,833 0.015% 21.33 143,300 0.015% 24.13 139,567 0.017%
（出所）2007年度から20011年度における各社の『CSR報告書』等と『有価証券報告書』等をもとに作成。
（表10）医薬品産業の財務情報と環境情報の比較１）
順
位
財　　　務　　　情　　　報（単位：億円） 環　　　境　　　情　　　報（単位：％）
売上高 設備投資 営業費用 研究開発費
環境保全コスト
／売上高
環境投資
／設備投資
環境費用
／営業費用
環境研究開発費
／研究開発費
1
武田薬品
14,615
武田薬品
764
武田薬品
11,051
武田薬品
3,192
大塚製薬
0.93
中外製薬
4.25
エーザイ
0.81
アステラス
0.027
2
大塚H
10,806
大塚H
534
大塚H
9,643
第一三共
1,872
エーザイ
0.78
第一三共
2.37
中外製薬
0.65
第一三共
0.011
3
アステラス
9,673
アステラス
364
第一三共
8,038
アステラス
1,792
中外製薬
0.71
エーザイ
1.75
大塚製薬
0.60
中外製薬
0.0017
注１）財務情報は（表１）、環境情報は（表６）～（表９）を参照のこと。
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　第２に環境会計の集計範囲が７社とも連結
会社またはグループ会社による範囲となって
いることである。医薬品会社は2000年代に合
併統合が行われているが、その統合後の範囲
で環境会計の算定と開示が行われており、比
較可能性の面で前進しているといえる。特に
大塚製薬は今後、大塚ホールディングとして
環境会計の情報開示が望まれる。
　第３に田辺三菱製薬では第三者審査として
「検証報告書」を添付していることが指摘で
きる。当社は環境会計等のパフォーマンス
データについてその評価を客観的に検証し、
その信頼性を確保している。しかし、他社は
従来の第三者意見や所見などの域を出ていな
い。
　今回は財務と非財務情報の統合という視点
から財務情報についても検証をした。（表10）
は（表１）と（表６）～（表９）の主な財務
情報と環境情報を比較したものである。この
表から財務状況が良好な企業が必ずしも環境
に優しい企業行動をとっている訳ではないこ
とが分かる。例えば、財務状況の上位は武田
薬品や大塚Ｈ、アステラス等の３社で占めら
れているが、環境情報を見ると中外製薬や
エーザイ、第一三共等が上位を占めている。
　環境保全コストを事業規模別でみると対売
上高比率の最高位は大塚製薬の0.93％で次に
エーザイ、中外製薬と続く。ところが財務状
況上位の武田薬品とアステラスは0.24％とい
う最低値にあった。同じく環境投資／設備投
資比率の最高位は中外製薬の4.25％で第一三
共、エーザイと続く。この指標でも最下位は
武田薬品の1.05％である。
　さらに環境費用／営業費用比率では、最高
位はエーザイの0.81％、次いで中外製薬、大
塚製薬であるが、この最低位はアステラス
0.24％で、武田薬品が0.25％と低位にあった。
なお、環境研究開発費は比較余地のないほど
各社とも支出率が低い状況にあることが判明
した。
　財務状況が大規模化し業績が良好と判断で
きても、それがそのまま環境経営への積極的
投資支出には必ずしも繋がらないことをこの
医薬品産業では読み取ることができた。
（注）
１）環境省総合環境政策局環境計画課 企画調査室
による「環境情報戦略」で情報立脚型の環境行政
と国民による環境情報の利用を戦略の目標におい
ている。
２）大塚製薬は08年７月に大塚ホールディング株式
会社となった。その中核企業は大塚製薬工場、大
鵬薬品工業、大塚化学、大塚倉庫、大塚食品、アー
ス製薬等の「大塚グループ」からなる。第一三共
は第一製薬と三共が05年９月に経営統合し、アス
テラス製薬は山之内製薬と藤沢薬品が2005年に、
田辺三菱製薬は07年10月に田辺製薬と三菱ウエル
ファーマーが合併した。
３）第一三共の５年間平均で約９億円の当期純利益
は、2008年11月に同社へグループ化したランバク
シー・ラボラトリーズ社ののれん特別償却3,513
億円の計上が原因となっている。
４）武田薬品工業株式会社『TAKEDA CSR Data 
Book 2012』2012年９月、１頁。また中外製薬は
2012年版より従来の投資家向け冊子「アニュアル
レポート」と「社会責任報告書」を統合し、『アニュ
アルレポート~社会責任報告書 統合版~』として
発行している。
５）経済産業省http://www.ecosearch.jp/index.html
から入手可能。
６）環境報告書やCSRレポートの発送代行サービス
を行う事業体。ttp://www.ecohotline.com/products/
list.php?category_id=38
７）大塚製薬株式会社『環境社会報告書2011』、12頁。
８）『アステラス環境報告書2012』26頁、環境パ
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フォーマンスの形式でINPUTにエネルギーと資
源をOUTPUTに地球温暖化の二酸化炭素（CO2）、
大気汚染の硫黄酸化物（SOx）、窒素酸化物（NOx）
などを環境投資・費用と対比して開示している。
９）田辺三菱製薬株式会社『CSR Report 2012』、
48頁。
10）『環境・社会報告書2012』エーザイ株式会社、
47頁。
11）わが国の総合建設業や非鉄金属業では、研究開
発に関連した環境投資や環境費用はある程度支出
をしていることが検証済みである。拙者「わが国
の環境会計情報の分析（4）総合建設会社」埼玉
学園大学紀要経営学部篇、第11号、113頁。同「わ
が国の環境会計情報の分析（3）非鉄金属会社」
埼玉学園大学紀要経営学部篇、第10号、143頁を
参照。
12）営業費用は売上原価と販売費及び管理費等を合
計した金額である。
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